
製造業のお客様向け

お客様の声

開催要領

お客様毎、弊社名古屋オフィスで開催します。
（名古屋市千種区内山三丁目18番10号 千種ステーションビル 802号室）
お客様のご都合のいい日時に合わせて開催します。
お客様事業所にお伺いして開催することも可能です。

所要時間：6時間（10:00～17:00）
費用：3万円/人（消費税別）
定員：5名まで/回
持ち物：電卓

052-439-6759
今すぐFAXを！

業務に必要な会計知識
（財務四表と生産哲学）

会社紹介

ご通知いただいたお客様情報は、本件に関するご連絡、資料の発送のために利用します。お客様情報の内容確認、訂正、
削除は、お客様ご本人からのご連絡により、適宜対応いたします。
訂正、撤回の申し入れ：ソートウェア株式会社 原（052-439-6758)

【本件に関する問い合わせは下記まで】

ソートウェア株式会社
〒464-0075 名古屋市千種区内山三丁目18番10号 千種ステーションビル802号室
Tel：052-439-6758   Fax：052-439-6759 
担当 三井 江利子 E-Mail  mitsui@tw-kk.com

お手数ですが、下記ご記入のうえ、この用紙をFaxにてご送付ください。
貴社名

申込代表者氏名 部署名
役職

ご連絡先

〒

人数 希望時期 年 月の開催を希望

申込書

ソートウェアは、製造業の原価・業績管理のしくみ構築の専門会社です。
工場経理出身の代表と製造業のシステム部門出身のエンジニア、会計の専門家（公認会計士）
で構成しています。
原価・業績管理のしくみは、経営と現場をつなぐコミュニケーションツールです。
このツールの活用により、お客様の「儲かる会社への進化」に貢献すること、それが弊社の
使命であると考えています。

Tel.
E-mail

Fax.

業務に必要な会計知識（初級編）

財務四表と生産哲学

講座の狙い

１．財務四表の意味、つながりがわかる
２．財務四表の値を良くしていくために必要な考え方の基本がわかる

対象者

１．経理部門以外のすべての部門の中堅社員、経営職層
２．もう一度基本を確認したい経理部門の一般社員

講師

柴田 純孝（公認会計士）
監査法人における会計監査、コンサル業務の後、 自動車部品メーカーの経理部長をつとめる。
現在、ソートウェア株式会社 エキスパート。

製造業で働くすべての人に必要な会計の基本を、平易な解説と演習で無理なく身につけられ
る講座です。
業績向上に向けた行動の基本となる考え方（生産哲学）を合わせて学びます。

※お客様事業所で開催される場合は、名古屋からの1名分の交通費の実費をご請求させていただきます。

教育サービスのご案内

財務に関する基礎知識を学んだあとに、生産哲学を刷り込んでいただきました。
トヨタ生産方式に基づいた工場会計知識の習得ということで意義ある講座であり、各受講者
は今後の業務に活かせる工場会計だけに留まらない考え方を学んだと思います。
50代 役員

実例を交えた貴重なお話を聞かせて頂きましてありがとうございました。
財務の基礎知識のみでなく、製造メーカーに勤めるものとして考え方など、大変参考になり
ました。今後の業務に生かして行きたいと思います。
30代 営業

先生の刷り込み、バッチリ染み込みました。今日の資料の1ページ目を忘れないようにします。
簿記の勉強では、暗記していた部分でしたが、四表の関係性を体感することができて良かっ
たです。
20代 情報システム



財務四表の意味と値を良くする行動の基本がわかります！講座内容

第一部
１．財務四表とは何か（何が書いてあるのか）

・貸借対照表
・損益計算書
・キャッシュフロー計算書
・製造原価報告書

２．財務四表の数字のつながり
・演習（簡単な問題で実際に財務四表を作成することにより理解を深めます）

受講後の状態目標

期首
仕掛品

製造
費用

製品
完成品
製造
原価

売上
原価

期末
製品

期首
製品

販管費

製造原価報告書
ＣＲ

売上高

損益計算書
ＰＬ

現金

製品
仕掛品

固定資産
・
・

当期
純利益

資産合計

期末現金

期末
仕掛品

製品
完成品
製造
原価

売上
原価

貸借対照表
ＢＳ

借入金
・
・

資本金
利益剰余金

負債資本合計
営業外
損益

特別
損益

法人税
等

キャッシュフロー計算書
ＣＦ

第二部
１．製造業がもつべき生産哲学とは何か
２．生産哲学と財務四表の主要項目、その見方
３．財務会計の落とし穴（在庫と利益の関係）
４．製造業が重視すべき指標とは
５．上場企業の公開情報から読み取れること など

経営のマインドは、

いかに儲け続けるかにある営業活動によるキャッシュフロー

投資活動によるキャッシュフロー

資金活動によるキャッシュフロー

期首現金

 必要な量だけつくる（全数良品）
 必要なときにつくる（早すぎても遅すぎてもいけない）
 固定費をフルに活用する

そのために

なぜ「必要なだけ」なのか
会計の視点で確認してみませんか！

・自分たちの改善活動は経営とどうつながっているの か？
・改善成果は財務諸表のどこにでるのか？
これらを理解することで、改善に取り組む意識が高まる

創業以来の累計－支払配当金累計が一致

何をモニタリングするか
（左図の何がどう変わることが良いことなのか）

何を行動の基本とするか
（製造業として出発点とする考え方とは）

そういうことだったのか！
もっと早く知りたかった！

演習中心で身につく！
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生産哲学

財務四表


